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臼井ふるさとづくり協議会 規約 

 

 

(名称) 

第１条 この会は、臼井ふるさとづくり協議会 (以下「協議会」という。)と称する。 

 

(目的) 

第２条 協議会は、臼井小学校区を活動区域とし、当該区域の住民が協働し、公共の利益に

資する活動を民主的に行うことにより、心豊かで生き生きと暮らすことのできる活力

に満ちたまちづくりに寄与することを目的とする。 

 

(事務所) 

第３条 協議会の事務所は、臼井小学校（佐倉市臼井田２３９５）に置く。 

 

(事業) 

第４条 協議会は、第２条に規定する目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

（１）地域団体相互の連絡・調整、情報交換、交流等に関すること。 

（２）臼井小学校区の子どもに関すること。 

（３）青少年の健全育成に関すること。 

（４）環境美化に関すること。 

（５）高齢者・障がい者児等の福祉に関すること。 

（６）防犯・防災・安全に関すること。 

（７）歴史・文化・スポーツに関すること。 

（８）生涯学習に関すること。 

（９）住民に対する広報に関すること。 

（10）地域コミュニティ計画に関すること。 

（11）その他協議会の目的を達成するために必要なこと。 

２ 協議会は、佐倉市市民協働の推進に関する条例第１０条第３号に規定する活動を行っ

てはならないものとする。 

 

 

（構成） 

第５条 協議会は、別表に掲げる者等をもって構成する。 

 

（委員） 

第６条 協議会の委員は、次の各号のいずれかに該当するものとする。ただし、第２号につ

いては役員会で承認された者、第３号については総会において承認された者とする。 
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１） 別表に掲げる自治会・町内会・区からは３人以内の選出とし、他の団体からは

２人以内の選出とする。 

２） 会長が推薦する者 

３） 公募住民 

 

（入会及び退会） 

第７条 入会を希望する者は、会長に対して、書面により、入会を申し込まなければならな

い。 

２ 入会申し込みがされた場合は、役員会において、入会の可否を決定するものとする。 

３ 協議会を退会しようとする者は、会長に対して、その旨を書面により、届け出るもの

とする。 

 

(役員等) 

第８条 協議会に次の役員及び監事(以下「役員等」という。)を置く。 

（１）会 長    １人 

（２）副会長    ２人 

（３）事務局長   １人 

（４）会 計    ２人 

（５）部会長    若干名 

（６）幹事     若干名 

（７）監 事    ２人 

 

２ 役員等は、部会長を除き、総会において、委員の中から互選により、選出するものと

する。 

 

(任務) 

第９条  役員等の任務は、次のとおりとする。 

（１）会長は、本会を代表し、会務を総括する。 

（２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（３）事務局長は、協議会運営に関する事務を所掌するとともに、組織構成や関係機

関等との連絡・調整等を行う。 

（４）会計は、協議会の会計処理を行う。 

（５）部会長は、担当する部会の運営を行う。 

（６）幹事は、会長の要請を受けて、必要に応じ会務を分担する。 

（７）監事は、協議会の会計を監査する。 

 

 

(任期) 

第１０条  委員及び役員等の任期は、１年とし、再任を妨げない。 

２ 補欠の委員及び役員等の任期は、前任者の残任期間とする。 
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(相談役) 

第１１条 協議会に相談役を置くことができる。 

２ 相談役は、総会の同意を経て、会長が委嘱する。 

３ 相談役は、会議に出席して、意見を述べることができる。 

 

(会議) 

第１２条 会議は、総会、役員会、委員会及び部会とし、総会、役員会及び委員会は会長が、

部会は部会長が、招集する。 

２ 総会の議長は、出席委員の互選により選出し、役員会及び委員会の議長は会長が、部

会の議長は、部会長が行うものとする。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決する。可否同数の場合は、議長が決する

ところによる。 

 

(会議の審議事項) 

第１３条 第１２条の会議における審議事項は、おおむね次のとおりとする。 

（１）総会 

ア 事業計画及び収支予算に関すること。 

イ 事業報告及び収支決算に関すること。 

ウ 役員等の選出に関すること。 

エ 規約に関すること。 

オ その他重要な事項に関すること。 

 

（２）役員会 

ア 総会に提案する事案に関すること。 

イ 委員会に関すること。 

ウ 部会に関すること。 

エ 組織の検討に関すること。 

オ 事業の連携、調整に関すること。 

カ その他必要なこと。 

 

（３）委員会 

ア 総会の議決を要しない事業の執行に関すること。 

イ 構成団体間の連絡、調整に関すること。 

ウ 関係機関、構成団体との情報交換に関すること。 

エ その他必要なこと。 

 

（４）部会 

ア 事業の実施に関すること。 

イ その他、事業の実施に関して必要なこと。 
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（総会） 

第１４条 総会は、協議会の最高意思決定機関として、委員および代議員で構成するものと

する。なお、代議員は各町内会・自治会・区より２名以内を選出する。 

２ 総会は、通常総会を年１回開催するものとし、臨時総会は、会長が必要と認めたとき、

委員の３分の１以上から請求があったとき又は監事２人から請求があったときに開催

するものとする。 

３ 総会は、委員・代議員の２分の１以上が出席しなければ、開会することができない。 

４ 総会に出席できない委員および代議員は、あらかじめ通知された事項について書面を

もって表決し、又は他の委員又は他の代議員を代理人として表決を委任することができ

る。 

５ 総会の議事については、議事録を作成するものとする。 

 

（役員会） 

第１５条 役員会は第８条に定める役員をもって構成する。 

 ２ 役員会は必要に応じて開催する。 

 

（委員会） 

第１６条 委員会は第６条に定める委員をもって構成する。 

２ 委員会はおおむね３ヶ月に１回開催するものとする。 

 

(部会) 

第１７条 協議会は、事業の推進を図るため、必要に応じて、部会を設置するものとする。 

２ 部会は、委員、別表に掲げる者の構成員、臼井小学校区に住所を有する住民その他を

もって構成する。  

３ 部会は必要に応じて開催する。  

４ 部会に、部会長・副部会長及び会計を置く。 

５ 部会長・副部会長及び会計は、部会において、互選により選出する。 

６ 部会長は、委員の中から選出するものとする。 

 

(経費) 

第１８条 協議会の経費は、会費、補助金、交付金、寄附金その他の収入をもって充てる。 

 

(会計年度) 

第１９条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

(事業計画及び収支予算) 

第２０条 協議会の事業計画及び収支予算は、総会の議決を経て定めなければならない。 

２ 協議会の事業計画及び収支予算が、年度開始前に総会において議決されていない場合

には、総会において予算が議決される日までの間は、前年度の予算を基準として、収入

支出をすることができる。 
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(事業報告及び収支決算) 

第２１条 協議会の事業報告及び決算は、事業報告書、収支計算書、その他関係資料を添付

の上、作成し、監事の監査を受け、毎会計年度終了後、速やかに総会の承認を受けなけれ

ばならない。 

 

(監査と報告) 

第２２条 監事は、会計年度終了後に監査を行い、総会に報告する。 

 

(委任) 

第２３条 この規約の施行に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

附 則 

この規約は、平成１９年１月１８日から施行する。 

規約改正は平成２０年５月１８日から施行する。 

規約改正は平成２１年５月１０日から施行する。 

規約改正は平成２３年５月２２日から施行する。 

規約改正は平成２４年５月２０日から施行する。 

規約改正は平成２９年５月１４日から施行する。（諸団体等にうさぎの会追記） 

 

別表(協議会の構成) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(自治会・町内会・区) 

１ 臼井新町町会  

２ 下宿町内会     

３ 中宿町内会             

４ 上宿町内会 

５ 臼井田自治会 

６ 臼井台区 

７ 大名宿町会 

８ 八幡台自治会 

９ ヒューマンスクエア臼井自治会 

(諸団体等) 

１０ 臼井小学校 

１１ 臼井西中学校 

１２ 臼井小学校 PTA  

１３ 臼井地区社会福祉協議会 

１４ 臼井地区民生委員・児童委員協議会 

１５ 臼井地区青少年育成住民会議 

１６ 高齢者クラブ臼井支部 

１７ うさぎの会 


